
1クールの日数 放射線治療

28日 ■なし　□あり

投与日

day1、15 ① 生理食塩液50ml（プライミング用）
② アバスチン注10mg/kg+生理食塩液100mL

初回は90分、2回目60分、3回目以降30分で投与可
③ 生理食塩液50ml（フラッシュ用）
④ デキサート13.2mg+ガスター20mg+生食50mL

点滴開始と同時にレスタミン錠10mgを5錠内服
⑤ 生食100mL
⑥ パクリタキセル注 80mg/m2+生理食塩液250ml
⑦ 生理食塩液50ml（フラッシュ用）

day8、22 ① デキサート13.2mg+ガスター20mg+生食50mL
点滴開始と同時にレスタミン錠10mgを5錠内服

② 生食100mL
③ パクリタキセル注 80mg/m2+生理食塩液250ml
④ 生理食塩液50ml（フラッシュ用）

プロトコールに関する解説はありません。

プロトコール名

卵巣癌 毎週パクリタキセル＋ベバシズマブ療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

前投薬としてレスタミン錠10mgを5錠内服
※適応は、卵管癌・腹膜癌を含む
適応外使用：ベバシズマブの卵巣癌での適応は1回15㎎/kg3週後毎のため。

プロトコールに関する解説
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